




今年のテーマは、笹子トンネルの崩落事故を契機とした、国をあげてのインフラの適切な管理が

叫ばれる中、国土交通省のインフラ長寿命化行動計画が今年5月に策定されたこともあり、「公共
建築の長寿命化」を取り上げ、国立京都国際会館において、講演会と見学会を開催しました。

●講演会及び見学会 日時：平成26年11月17日（月）13:00～16:45
場所：国立京都国際会館

○基調講演 ～公共建築をいかに使い続けるか～ 講師：首都大学東京 名誉教授 深尾精一氏
○講演１ ～国立京都国際会館の整備について～ 講師：近畿地方整備局営繕部 技術・評価課長

山田政和氏
○講演２ ～会議場維持運営の課題～ 講師：国立京都国際会館 館長 木下博夫氏

●参加者：３１２人
官公庁：１４３人 民間企業等：１１１人 一般：２７人 学生：３１人

「公共建築の日（11月11日）」及び「公共建築月間（11月）」に合わせて、（一社）公共建築協
会近畿地区事務局及び国立京都国際会館の共同主催、近畿地方協力支援会議（近畿地整、
近畿管内の府県政令市で構成）の後援で、昨年の１１月１７日にイベントを実施しました。

深尾精一氏 山田政和氏 木下博夫氏

～国立京都国際会館について～

1966（昭和41）年5月21日に開館した建物

で、建築家大谷幸夫氏の設計によるもの
です。わが国では初めてとなる公開設計
競技方式（コンペ方式）が採用され、195の
応募作品の中から選ばれました。1960年
代を代表する建築で50年余を経て、今な

お成長し続けている代表的な長寿命建築
の一つです。地球温暖化問題の京都議定
書を採択した地球温暖化防止京都会議
（COP３）が開催されるなど国際的にも著
名な建築物となっています。

～公共建築の長寿命化を考える～
平成26年度「公共建築の日」及び「公共建築月間」イベント報告



施設見学の状況

今年度は、予定を大きく上回る312名という参加者を得て、急遽、会場変更を行うなど、うれしい
悲鳴のイベントとなりました。

施設見学は、国立京都国際会館の主な会議室や日本庭園等をご案内し、見学者は大勢でした
が、皆様のご協力で無事終えることが出来ました。

アンケートでは、95％を超える方々に「良く理解でき
た」等の好評をいただきました。外に、回答として、

「このような講演会をもっと増やして欲しい」

「建物と会議の内容が一致しておりほんとうに良い
会議であった」
「国際会議場を体験出来て感動」

「街に調和した建物の難しさとおもしろさが何となく
理解出来ました」
「見本となる建築でためになった」
「今後も有名建築の見学会をして欲しい」

など、多くの参加者から意見等を頂くことが出来ま
した。
ご協力ありがとうございました。

深尾名誉教授からは、美術館、博物館、病院、学校など様々な用途の公共建築
があるが建築の種類、用途によって長寿命化すべきものとそうでないものがある。
今は壊さない時代から壊せない時代に入っており、いかにそれらのストックを活用
していくかが課題で、用途も変えるような大胆なリノベーション等により使い続ける
ことが出来るのでは、との考え方を示されました。

山田技術・評価課長からは、ハード整備の観点から阪神淡路大震災で国際会館
が被災した際、不同沈下の進行を止めるために行った地下水の地下ダム化や建
物全体のバランスを考慮したジャッキダウン工法による整備の苦労話の紹介があ
り、熱意をもって整備にあたることの重要性を訴えました。

また木下館長からは、維持運営の課題として、予算確保への理解やニーズに合
わせた施設の増設、施設の有効利用等国際会館の目指す方向について語ってい
ただきました。

講演の内容 参加者の声
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